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日
本
を
代
表
す
る
江
戸
初
期
の
芸
術
家
、
本
阿
弥
光
悦
。
工
芸
家
、
書
家
、
陶
芸
家
、
作
庭
師
な

ど
数
え
き
れ
な
い
顔
を
持
つ
。 

光
悦
の
生
家
は
足
利
尊
氏
の
時
代
か
ら
刀
剣
の
鑑
定
、
目
利
き
、
砥
ぎ
を
本
業
と
す
る
京
の
上
層

町
衆
。
刀
剣
を
扱
う
に
は
鞘さ

や

、
鍔つ

ば

、
そ
れ
に
付
随
す
る
木
工
か
ら
漆
工
、
金
工
、
蒔
絵
、
螺
鈿
な
ど

あ
ら
ゆ
る
工
芸
知
識
が
必
要
だ
。
家
康
や
前
田
利
家
ら
か
ら
も
そ
の
目
利
き
は
「
天
下
一
」
と
称
賛

さ
れ
た
。
光
悦
が
俵
屋
宗
達
、
尾
形
光
琳
ら
と
琳
派
の
創
始
者
と
し
て
後
世
、
日
本
文
化
に
与
え
た

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
「
八
橋
図
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
」
「
燕
子
花
図
屏
風
」
な
ど
琳
派
の
国
宝
は
広

く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。 

 

 

光
悦
が
四
十
代
で
運
命
の
出
会
い
を
し
た
の
が
俵
屋
宗
達
で
あ
る
。
天
才
と
天
才
の
合
作
で
あ
の

重
要
文
化
財
「
鶴
下
絵
三
十
六
歌
仙
和
歌
巻
」
が
生
ま
れ
た
。
宗
達
の
鶴
の
下
絵
に
、
徳
川
家
光
に

「
天
下
の
重
宝
」
と
言
わ
せ
た
書
の
達
人
、
光
悦
が
三
十
六
歌
仙
を
書
い
た
。
十
五
㍍
に
渡
り
大
小

無
数
の
鶴
が
様
々
に
位
置
を
変
え
て
飛
ぶ
。
こ
こ
に
書
と
絵
画
の
コ
ラ
ボ
が
生
ま
れ
た
。 

 
 

こ
の
本
阿
弥
光
悦
を
育
て
た
の
が
母
、
妙
秀
だ
。
『
本
阿
弥
行
状
記
』
に
は
、
本
阿
弥
一
族
の
逸

話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
身
の
貧
な
る
こ
と
は
苦
し
か
ら
ず
富
貴
な
る
人
は
慳
貪

け
ん
ど
ん

に
て
有
徳
に
成
つ

る
や
と
心
も
と
な
し
」
「
金
銀
を
宝
と
好
む
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
。
身
の
周
り
を
能
う
限
り
簡
素
に

し
て
心
の
豊
か
さ
を
楽
し
む
べ
き
と
。
妙
秀
は
子
供
の
育
て
方
を
「
少
し
で
も
良
き
こ
と
あ
れ
ば
殊

の
外
悦
び
褒
め
り
」
と
「
親
子
兄
弟
近
く
に
住
居
す
る
は
よ
し
か
ら
ぬ
こ
と
也
。
遠
き
は
花
の
香
と

い
う
」
な
ど
、
才
気
あ
ふ
れ
る
名
家
を
よ
く
治
め
た
妙
秀
の
言
葉
だ
。
ま
た
夫
の
光
二
が
信
長
の
不

興
を
か
っ
た
折
に
は
、
信
長
の
馬
に
取
り
す
が
り
鐙

あ
ぶ
み

で
蹴
り
つ
け
ら
れ
な
が
ら
無
実
を
訴
え
た
。 

 

か
つ
て
ブ
ー
ム
に
も
な
っ
た
中
野
孝
次
の
『
清
貧
の
思
想
』
に
詳
し
い
。
無
私
の
生
き
方
を
貫
く

偉
大
な
妙
秀
に
育
て
ら
れ
た
光
悦
は
、
晩
年
は
使
用
人
一
人
、
飯
炊
き
一
人
の
質
素
な
暮
ら
し
だ
っ

た
。
日
本
人
の
源
流
に
あ
る
強
靭
な
精
神
世
界
だ
と
思
う
。 

 

私
の
尊
敬
す
る
恩
師
の
繰
り
返
す
言
葉
は
「
無
一
物
中
無
尽
蔵
」
で
あ
っ
た
。 


